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チャランケ通信　第14号　2013年5月27日
“”“”“”“”“”“”“”“”“”“”“”“”“”“”“”“”“”“”“”“”“”“”“”“”“”“”“””
　「チャランケ」とは、アイヌ語で談判、論議の意、「アイヌ社会における秩序維持の方法で、集落相互間又は集落内の個人間に、古来の社会秩序に反する行為があった場合、その行為の発見者が違反者に対して行うもの、違反が確定すれば償いなどを行って失われた秩序・状態の回復を図った」(三省堂『大辞林』より)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　前内閣官房参与　峰崎直樹

マイナンバー法成立へ、歴史に残る2013年5月25日
 マイナンバー法案が25日の参議院本会議で成立した。昨年2月に野田政権の下で閣議決定され、通常国会に提出されたものの継続審議となり、秋の臨時国会で衆議院の解散・総選挙で廃案になってしまっていた。安倍政権の下、自民・公明・民主三党間で部分的な修正が進められ、あらためて３月１日閣議決定のうえ法案提出され、可決成立になった次第である。
先進国で番号がなかったのは日本だけ、やれやれ、ようやく
　マイナンバー法案の成立によって、初めて税や社会保障を同一の番号によって管理運営することが可能になるわけで、特に税の分野における番号の活用によって公平性の担保が可能になることの意義は大きい。番号による管理にアレルギーのあったドイツでも、2000年代に入って納税者番号として導入されており、番号に対するドイツ国民のアレルギーがなくなれば、他の分野にも適用されていくものと予測されている。ドイツにも導入されたため、先進国では日本が一番遅くなったわけであるが、実際に税や社会保障分野に番号の適用が開始されるのは、今から３年後の2016年からになる。“やれやれ”と言うべきか、それとも“ようやく”と言うべきか、それにしても画期的な出来事に違いない。
日本の場合、税だけでなく社会保障と災害対策の場合にもマイナンバーが適用になる。言うまでもなく、年金記録問題で5,000万件の消えた年金記録が大きな政治的問題となったことや、2011年3月11日の東日本大震災の際に、マイナンバーがあれば迅速かつ適切に対処できたのでは、という反省があったからだと言えよう。ただ、世界ではアメリカやお隣の韓国などで成りすましの被害などが出ており、あらゆる行政情報を共通番号だけで管理する弊害が出てきている。今回の日本のマイナンバーは、その点を踏まえた改良がなされているのだが、最近のハッカーの攻撃などを考えた時、セキュリティの改良を積み重ねる必要も重たい課題である。
急ぎたい、所得税における証券税制の不公平性からの脱却
　もちろん、マイナンバーが入ったらすべての所得が把握できて、俗にクロヨンとかトーゴ―サンピンと言われる不公平税制がなくなるものでもない。ただ、マイナンバーが入ったことから、所得情報を活用してできるだけ正確な税制を作っていく方向性が打ち出せることの意義は大きい。よく言われているように、日本の所得税の実態を見ると(後出の資料参照)、１億円以上の高額所得になると急に実効税率が低下し、1億円の所得層の実効税率が約28％から、100億円以上の所得層の10％台へと所得が増えれば増えるほど実効税率が低下してしまう。これは、株式の売買益や配当額が勤労所得などと分離して課税され、しかもその税率が累進税ではなく10％という比例税という高額所得者優遇税制にしているからなのだ。本来は20%の比例税を、「貯蓄から投資へ」という目的のために、特例として10%にしているのだ。株式を持つ比較的富裕層に対する優遇税制として国会などでも公平性の観点から絶えず問題視されて来たのだが、関係業界や金融庁さらには族議員などがその廃止を阻止してきたのだ。このような不公平性は、金融所得と勤労所得などを総合化していけば防げるわけで、今後の税制改革の課題として取り上げ、公平な税制に向けての第一歩が踏み出せるのだ。その為には、しっかりとした名寄せが不可欠であり、マイナンバーが導入されなければならない。
もう少し積極的になってほしかつた財務省・国税庁
　このようなフローの所得だけではなく、将来的にはストックである資産に対する課税も可能になる。今、日本の金融機関には約13億冊ともいわれる大量の預金通帳がある。それらは、金融機関内では名寄せが終了し、ペイオフで１，０００万円までは保障される仕組みになっている。ところが、金融機関が異なってしまうと名寄せができず、一人一人の預金残高全体はわからない。もし、今後預金通帳のマイナンバー化が進めば、資産の正確な把握も可能になり、相続税や贈与税など資産課税についても正しく把握できるようになる。この点に関して、財務省・国税庁などは今回のマイナンバー法案の成立に向けてやや後ろ向きではないか、と思われる節があった。かつてのグリーンカード導入の挫折というトラウマがあったせいだろうか、あるいは住民基本台帳訴訟事件多発にみられる住民からの反発が、せっかく消費税の5%から10%への引き上げにむけて法案が成立させることへの障害になってはまずいと判断したのだろうか。今後は、できるだけ税の公平性を実現していけるよう、また、社会保障制度がその支給基準や給付制度が所得に依存しているだけに、マイナンバーを有効に使っていく積極的姿勢を持ってもらいたいものだ。
民間活用にも道を開くべきだが、個人情報だけに慎重さが必要
課税側の資産の把握だけではなく、預金者本人が忘れてしまった休眠口座の存在も明らかになり、預金者側にとっても便利になることも間違いない。将来的には、民間での活用を求める声が経済界から強く出されているが、例えば民間の生命保険や損害保険のサービス給付の漏れがあった際に、支給しなければならない人の現在の住所や名前などが分からずに苦労した事があったが、マイナンバーが利用できればその点の解決が容易になるだろう。もちろん、安易な民間活用には厳しく対処しなければならないことは言うまでもないだろうが、国民の生活や権利の向上に役立てるものであれば、厳しく利用方法を限定して民間活用すべきだろう。今回の法律では、民主党案の時よりも少し早め（2018年ごろ）に民間活用の検討に入るようだ。この点は、個人のプライバシー問題にもかかわるだけに、慎重に進めていくべきだろう。
ようやく国際基準に到達できた個人情報保護のレベルアップ
　その点で、今回不正利用などの監視をするために「特定個人情報保護委員会」が新たに創られることとなる。国家行政組織法に基づくいわゆる「三条委員会」で、独立性が極めて高く、公正取引委員会と同様の大きな権限を持つこととされている。この独立性の高い「特定個人情報保護委員会」ができたことにより、ＥＵから指摘されていた日本の個人情報保護のレベルの低さが克服され、日本企業等への個人情報の適切な資料提供なども可能になるわけで、大変大きな改革が実現できたことになる。
問題は、この特定個人情報保護委員会の委員（もちろん国会の同意人事となる）の人選であり、それを支えるスタッフ機能の強化が重要である。特に、個人情報保護法がまことに問題が多い法律だけに、その見直しも含めてこの委員会が果たす役割が重要となる。その点、法律ができたことで良しとするのではなく、その法律の中に魂を入れていかなければならない。マスコミの方たちだけでなく、国民全体で注目していきたいものだ。
マイナンバー制度は、巨額のICT調達公共事業
法案作りから 利害関係者の暗躍を防げたのでは
　さらに、マイナンバー法が成立したことに伴い、様々な情報システムづくりが必要となる。すでに、実務的な作業が進められ、民間から採用された2名のCIO補佐官も参加して詳細な計画が策定されており、順次公正な入札にかけられることになろう。なにせ、導入だけで国が1,100億円、地方が1,600億円、合計して2,700億円にも及ぶ巨額な公的財源が投入されるだけに、IT業界も虎視眈々と大規模な公共事業の受注を狙ってきている。民主党政権時代に法律の骨格などを決める際に、業界の利益を代表する政治家の介入が極めて少なかったが故に、それほどの波乱なく成立までこぎつけたと言われ、もし白紙から作り直せば、自民党政権下故にとても利害が輻輳して法案作成まで到達できなかったのではないか、とさえ言われている。
何はともあれ、マイナンバー法案の成立は，自分の政治生活のなかで一番実現させたかったものの一つであり、まことに嬉しい。これからもマイナンバーを活用して、公平・公正な社会が実現できるよう、全力をあげていかなければならない。[image: image1.png]BEMBEORMBRAEE (FRESH)
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